
天然記念物コヤスノキをたずねて
佐 藤 茂 樹

人員71名と限定した見学と採集の会はマタタく閣に| に導く。
務員お断りの盛犯ではあったが1 ¥ 栂時の天候は希望を|
裏切って当の 7 月113は前からの雨が残り夜明けには! な自作の和歌が口ずさまれて一行の心を一層和の団ら
一時的に止んだが 5時過ぎには、また降り出す。ぬれ| んに導く。
る覚悟で集ったものの、はれを祈る心でいっぱいであ| 渋谷幹事からは右に左に送り迎える自然の地理や廃
った。 I史さては現在の産業に及ぶ広範囲多角度の説闘があ
空模様は惑いが出発時は刻々迫る。途中からの集合| る。

者の空待ちを気遣って定刻通り三ノ宮駅前を出発、神| 石の宝般にさしかかると、前には凝灰岩で水成岩と
戸駅前、新開地、長国と同志を集めて須磨に驚く。 I して扱われたものだが今では凝灰質宕英組面浩として
ここで延期か断行かの話し合いをする。雨故に不参 I火成岩に籍を変えたととなど諮は岩石地質の薗にも鋭

加だった方々に気の毒だとする遠慮があって即座には| いメスが向けられる。
きめかねたが、雨をおかして集ったほどの面々ゆえ、 |  市}IJの炉原にはオオマツヨイグサがまっ資に咲いて
ついには決行に衆議ー決、予定よりかなり遅れて出発| いる。種子は小さくて墜〈ぬれると粘りつく。川風の
をする。 I方向と一致して分布が広がり、とうして川下から川上
| 泊遁の植物へと分布の区語版かはする。

|  姫路公会堂のところで→kみして活をスれる。改築一行を乗せたパスは溺の神明国道を西に肉ってひた|
! のための解体直前の白鷺城の偉容が、右手に空高く鋒走りに走る。その道の専門家ぞろいとあって、クグイ|
| えている。夢崎川を渡る演には大浦氏から地方色豊かス嬢代りは室井幹事で、沿道の植物解説がマイクを適|
1 ft:、葵鹿神社の荒い祭の紹介があって興越を添える。じて寧内に流れる。ポプラの並木はーノ谷ではνyジ l

ユにかわる。下の方の業まで繁るので理態的な街路樹" イネの品種神力|
である。戦時中ー時時行したνシジユ蚕はこの漢で飼| 網干に向うあたりは国植のまつ最中で、ゴずに青色
育した・・~ 塩屋ではマノレパジヤ 9 Yパイが買につく。 I布をつけた雨具が自につく。中にはビニールの雨合羽
大島ツムギの褐色欝倒はとの木から…・・右手斜面の大| のモダY 娘姿ぢ混じっている。
きい縞物はカヤツ Pグナ科のヒトモトススキ。白い花| アユに名高い揖保川を渡ると御津町に1 ¥ る。ととが
はオオフジイパラ。もも色の美しい花はマシテマ。自| 彼の有名な日本型のイネ優良品種神力の発帯地であ
い花はヤブジラミ。プラタナスは今花盛り、秋の落葉| る。
に校離れが惑いので評判が良くない。エセアカνア | 濡農家丸尾重次郎翁が自作図の宥芭種に混って、無
Cトグアヵνア〉は根が浅いので風に倒恥易い。思い! 苦種の僅かに三穏の変異を認め、選抜の上試作選択を
切って刈りこむ必要がある。などと次から次へ、自動| 重ねた結果得られたもので、との発見が明治1昨秋と
率のスピードに応じて急速明快に放送される。間石で| いうから、今からおよそ80年前のことである。
ほ渋谷幹事と須磨高校の安藤氏が乗りとまれる。 I 岩見からはいわゆる七曲りで定は紺ペキの踊戸内
|よ も 山話海、急カーブで絶景にも肝をひやす。

|  沖には建網の一種マス網( 登網といっている〉が散
大久保あたりには池が多い e 勘 k臨協のマコモ、浮|

| 点する。ポラやスズキが主要なもので、アジ額一カν
葉植物の0 ' ユシナイ、ヒルムジロなどがあり、始業色|

| イ、イカ、エピ、カニなどもとれ、時にはタイ、プ
に変ったクログワイの群落もある心帰化縞物のヒメジ|

1  9. サワラなどもギヨカクされるという ε
ヨオy もあれば、からかさ状の花序をつけたノラニy l!  との辺は梅は良いが、ミカ y は酸味が多く売れぬと
i/ y もあって共にいま花盛りである。 1

| の話にうめいのνャνで笑っているうちに聾絡に鷲池からの連想でニオの浮巣ナゾの止め卵の色変りな l

どカイツプ 9の習性が真面目に、それに続いて仏頂面| く。
の美男物語りが例のカイギヤク交りで川崎氏から波送 11室津の植物 |
される。おかげで改修エ惑でー上ー下する寧内を爆笑| 徳川崎代の婆津で四圏、九州の大名が、参勤唆代の



際ことから船を降り陸路の旅をしたという。こうした| 株ともに花の咲いたのがあった。コヤスノキはととで
良港も時代の波で交通運輸の情勢が変り今は全く局地| だけ採集するようにとの注意があって、右手斜商憐木
的なー漁港と化している。
突角は常緑樹の繁った神社の森で、陵地位の林栂を
示している。直前までのνノ; 突く大雨は、ほとんど止
む。自についた樋物をあげると
町へ下る道のはた
ハマナデジコ( 花〕 ガガイモ〈花〉 カキネガラ
シ〈突〉 ムラサキカタパミ〈花〉 ノジギク〈カ
ミエピ〉 アオツズラフジ キグマ y ネズミモチ
アカメガジヲ( 花) イヌピワ ペニフジ( 花〉

神社の境内
エワ Fヨ タチナν〈花〉 テイカカズラ〈花〕ゴ
パノト; f . 9コ タラノキ カクレミノ モッコク
ヅノレグミ ツパギ マサキハゼノキ ヒメユズ 9
ハ トベラ クスノキ ソメイヨνノ イタピカズ
ラ i/イ クパメガジエノキ ツテツヤブジラ
ミ〈花〉 ヤプガラν〈花〉 ドクダミ〈花〉 ダ
キキピ〈花〕 ベシケイソク ctt) アオイゴグ
ヱノコヅチ ノキνノプ オニヤブソテツ ヒトツ

パハナヤスリ
との外カキノハグサを採集した人もあるというから

全体を総合すればもっと多くの植物があったことと思
う。 c花ー開花中のもの〉一一- c特に多いもの〉
| 絡会得乗寺のシタレゲリ|

相生に向う途中、東氏から、管ピシに7 ¥ れたドクガ
と釜律神話境内で採集されたキセルガイが回覧され

の繁った節で待望のコヤスノキが皇室井幹事によって示
される。皆がガゼ Y 活気づいて栽徳用にと適当な大き
さのものを探し求める。
これとそ小さくて手頃だと思ったのは、刈り込まれ

て群り生じたヒコパエだ・ったりした。小降りとはなっ
たがまだ止まない。岩に生えたマメヅ夕、カタヒパ、
νノブゴグなどの奨先からは雨のしづくが玉となって
降り注いでくる。木摘をめぐらした岩くつの中に釈迦
如来を中心に石仏羅漢さんがならんでいる。足利時代
中期以前の作という。鉢砲に手頃だと喜んだ一保、刈
りこむかわりにと授を折るとプ- : Y と香りが高い。よ
く見ると似て非なるνキミで笑いえぬナy セy スであ
った。
ゴヤスノキ Pittosporum iIIicioides M A K I N O  
νキミ Inicium religiosum 5IEB. et Z U∞-
前者の種名がνキミ属に似ているとあるのを知った
のは後のことであるが、せめての慰めにしている e
コヤスノキの才関と産地
日本組物誌〈大弁〉・・H ・H ・.11調 -v一軍

(福州、0 ・H ・H ・- 合湾、支部中部
白木{ 笛物総覧〈牧野一線木) ....・H ・-花侯五月

〈来月、l中部〉
室井草梅は兵庫県西部自生地の詳細な分布調査をさ
れている。
ゴパy ノキ、チトセカズラ、イヌムラサキ、ヤプν

ガサ、ミヤコアオイなどを採集する。

る。造船ブームに乗った慨造船所が敵へだてた対 11 天然組側コヤスノキ|
岸に見える。パスは得策寺前に停車する。寺の門を7 ¥ 1|  矢野町森の鐸座神社の天然記念物コヤスノキ自生地
位左手川和泉式部雨宿りの栗J の解抑制てあ| に問。社の右手栂の中にゴヤスノキの継がある。
る。「苔むしろ鵬の道にゆき暮れて雨叫にし宿る| 闘の濯木で社そうであり、指定地とあって完全に保
木の影」遠い普の才援の生活を思い浮べながら京堂の| 議されており突に見事なものであった。今は故人にな
渓庭に案内される。苔むした庭が雨にぬれてひとき| った天然紀念物調査委員山烏吉五郎先生を動かして結
わ美しい。見浮目的の一つである天然紀念物V ダレグ| 念物としての指定に努力されたのが吟日の案内役室井
9は見事なももので、授は角張ってはいるが全部下塁| 幹事なのである。
し、奨まで翠れ下っている。花が咲かないので突がない 直談{ 冊を開けて下さった当神社官主小税調村氏のお
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| 羅漢寺療内の採集| けと思い可愛いのでだきあげでもしようものなら物か
げに隠れていた親が、もうぜんと人におそいかかり絶

寺に7 ¥ ると左手の小池にスイレY が咲いていた。ス| 対に助からない。猟肺も子連れのイノジνには特に用
スキとチガヤの繁ったやぶにヒトツパハギの出[q河. . 縫| 心をする。 J とのととであった。
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植物相の著しく違った代表的な採集地、三渡山は、 l  明石の街路樹にはエシグユもある。舞子辺の東南向
E闘にふられた時間の関係で割愛して帰路につく。との| の庭園に雄大なワνγ トニアが見えた。芦屋辺までは
墳からは日が照り出す。そよ風に白い奨哀を見せるア| 生育するという。
ベマキが目立つo 神戸地方と違ってクヌギの方が珍ら
しいという。
春名氏から神戸生物クラブ探集会の予定やナイカチ
豆の話があり、その他会員の方々から各支部の事業計
画やら、種々のお話が出て絶えず寧内をE震わす。大久
保附近の池ずつみでJレP ヤナギの採集をする。議らし
くない毒草だが菜食すれば中毒する。セイタカアキノ
キJ} y > ，? も若手って咲いていた。

額躍では複簡りにオオマツヨイグサの群落があって
夕方だというのに昨日の花がまだ残ってあたりを黄色
一色にぬりつぶしていた。
パスは会員の要求に応じて、次々に停寧しては入荷
を降ろし各人は今日一日の楽しい貴い採集品をみやげ
に惜しい別れを告げて予定より少し平〈明るい中に解
散したのであった。

丹波支部生物採集 ' 記

樋 口 繁

昭和31&手9 月2 日氷上郡氷上町で窓会会長森為三簿| 稜名 kaibarae は、 問中茂穂博士の記念名で、誌怠
士を講師にお闘いして、生物採集会を開催しました。 I地が我国の最南端であるので、和名もミナミ} ミヨと
初日者は農大浜田教授、野草助教授、掘紅助教授、柏| されたのである。今も醐IJの上流京都府下には、ミ
原高校の松山、井上、山京、大西教諭、氷上中学の開| ナミトミヨの棲息地がある。
問教諭を始め、多記郡、氷上郡の高校、中学の教員及| こLから葛野の逮身寺まで動、結物、昆虫' o a ' 採集し
び生徒当事的45名で盛大な採集会を聞く，ことが出来まし| つ L行く。この土地は早春の植物が豊富なととるで山
た。すその竹薮や草の中に
先ず成松町の葛野川( 加古川の上流〉でパイカモ( I  カタクリ、イチ. ! l y ソク、ニリ y ソ夕、アズマイデ
至急主主科〉の採集。この川底、流水の中一面にパイカモ| グ、ユキワリイナグ、キクグキイチ. ! l y ソ夕、マルパ
が繁殖して緑色になっている。白い花をつけたのもあ| コ y ロy ソヲ等が、色とりどりに咲き香. L ; j 1 ，るととろで
り、英他ミズガラジ等も混生している。この植物は寒| ある。
地にあり、多氾郡では大山村 1か所です。次に成松町| 遼身寺より奥の渓流は、丹波、但馬、揺醸の三国の

きました。 I ( アマゴ〉が援息しているのでこの採集に向いやっと
との地? 土佐治川の冷水が壌を適して湧出して清水が| 数回を採ることが出来た。

常に多量議に満ち流れて池に充ちていた。と L に珍魚| 森先生の説明によると
ミナミトミヨが昭和5年噴まで棲息していたところで| ヒラベはマスの陸封されたもので、太平洋の河')11の
す。当地方ではカツオと呼んでいたが習に 9;;にの刺を| ものと日京海の河川のものとの 2型がある。前者がア
有し、水草で巣を造って産卵し、機はその巣の周囲を| マゴで後者がヤマメである。両者を比絞すると体側に
廻って警戒する珍らしい習性がありました。 1:朱の斑点があるので区別する ζとが出来る。耳目ち斑点
森先生の説明によると、 | の有るのがアマゴで、無いのがヤマメである。との地
ミナミトミヨは日京海に注ぐ河川に麗む魚であるの| のヒラベは朱点が少なしカ耐111の上流であ. るのに由

に、加古川の上流にいたことは以前この土地が日本海| 良川との関連がある。
に注ぐ由良川の上流と関連があった証拠である。若し| 隣りの多紀郡後川にアマゴが棲息しているが、とれ
齢、し堀川天然記念物に臨する価値がある。今阿武庫川の上流で、朱点が多く明瞭にアマゴ裂であ
は絶漉して残念であるが、せめてもに柏原高校の標本| る
a ' 回覧する。学名 Pygosteus kaibarae T A N A K A の
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